
ドライバーの運転意識とヒヤリ・ハット体験との関連に関する調査研究（平成６年度） 
 
交通事故の発生の裏には多くのヒヤリ・ハット体験が存在し、ヒヤリ・ハット体験を無くする

ことが事故防止のキーポイントとなっている。このため、ドライバーの運転意識が日常の運転行

動の中でどのようなヒヤリ・ハット体験と関連しているのか調査分析し、その成果を各種講習の

場における安全教育に活用することが必要である。そこで、これらの活動のための基礎資料を得

ることを目的として、今年度は特に高齢運転者を対象にヒヤリ・ハット体験と運転意識の関連に

ついて分析した。 
 

① 運転免許を所有している 60 歳以上の男性 4,300 名（回答数 2,920 名）を対象にアンケート

を行った。運転意識に関する 22 の設問で否定的な回答の多い項目は、「一時停止の場所でも、

見通しがよければ止まらないことが多い」（91.7％）、「前の車についていけば安心して右左折

できる」（91.1％）、「運転中にイライラすることが多い」（89.6％）、「車の運転で迷惑をかける

のはお互いさまだ」（88.4％）、「駐車禁止でも、他の車の迷惑になりそうでなければ駐車する」

（(88.1％)等であった。逆に、肯定的な回答の多い項目は、「どんな運転者でも、事故になり

かけてヒヤリとすることはよくあるものだ」（85.7％）、「運転に危険はつきものである」

(79.6％)、「自分は感情の変化は少なく、いつも冷静でいられる」（57.2％）であった。なお、

運転がうまいとする回答は 61.8％で、年齢が高いほどその比率は低い。 
② これらの設問に因子分析を適用すると、攻撃的傾向、漫然・脇見運転傾向、違反容認傾向、

運転への価値傾斜傾向、依存的傾向、危険容認傾向の６因子が抽出された（表）。年齢が高い

ほど強まっているのは運転への価値傾斜、依存的傾向、危険容認傾向で、逆に弱まっているの

は攻撃的傾向、漫然・脇見運転傾向である。運転頻度が高い方が強いのは攻撃的傾向、漫然・

脇見運転傾向、運転への価値傾斜で、その逆は依存傾向である。走行距離が長くなると強くな

るのは漫然・脇見運転傾向で、その逆は依存的傾向である。また、攻撃的傾向、漫然・脇見運

転傾向、違反容認傾向が強いほど事故・違反者比率が高い。 
③ ヒヤリ・ハット体験者比率は、「人や自転車がとびだしてきて事故になりそうになった」経

験者が 49.3％、「前車が急ブレーキをかけて事故になりそうになった」が 36.9％、「前車に接

近しすぎて追突しそうになった」が 30.6％、「交差点で出合頭に車や自転車と接触しそうにな

った」が 30.6％、「バックしていて事故になりそうになった」が 30.1％、「車線変更時に他車

と接触しそうになった」が 23.3％等である。ヒヤリ・ハット体験の原因が自分側にあるとす

る比率が高いのは、「バックしていて事故になりそうになった」96.7％、「信号待ちや駐車中の

車に追突しそうになった」96.4％、「前車に接近しすぎて追突しそうになった」94.7％、「車線

変更時に他車と接触しそうになった」90.2％であり、年齢が高いほどその比率が高い。 
④ 15 項目のヒヤリ・ハット体験のうち、12 項目で事故・違反者の方がヒヤリ・ハット経験比

率が高い。また、運転意識の６因子の中でヒヤリ・ハット体験ともっとも関連が強いのは漫然・

脇見運転傾向の因子で、以下、攻撃的傾向、依存的傾向、違反容認傾向と続いている。 
⑤ 高齢者の走行距離あたりの事故率が高いことと今回の調査結果とを総合すると、今後の高齢

運転者教育の課題は、ヒヤリ・ハット体験を生かした安全運転教育の実施、高齢運転者の運転

意識に応じた指導、高齢運転者の能力に応じた指導体制の整備、高齢運転者教育の場の拡大と

指導者の育成、高齢運転者教育のマニュアルづくりであろう。 



        表 運転意識の因子分析結果 
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